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インターバンクの声 （2014 年 8 月 29 日） 
 

昨晩は、米国の第 2四半期ＧＤＰ改定値が速報値から上方修正されたもの

の、ロシアとウクライナの間の緊張の高まりが材料視され、円がほぼ全面高

の展開となった。 

ウクライナのポロシェンコ大統領は安全保障会議を招集し、ロシアに対し

て防衛を強化するなど、解決にはまだ今しばらく時間がかかるだろう。ただ、

昨日発表された米失業保険申請件数や中古住宅販売成約指数の数字も比較的

良好で、足元の米国経済は比較的堅調と捉えてもよいのではないだろうか。 

地政学リスクの名の下に、一方的なドル買い相場には簡単には向かわせて

くれないが、最近のドル高トレンドを壊すまでには至っていない。また、ユ

ーロや豪ドルの値動きも静かになっており、今週はこれ以上の波乱は起きな

いのかもしれない。 
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